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滋賀県下の県営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、ほ場整備事業の拡大とともに、

その件数も年々増加し今年は36遺跡を数えることになりました。

ここに、実施しました発掘調査の報告書を刊行し、広く埋蔵文化財に関する理解を深めてい

ただく一助にしたいと存じます。

なお、今回は上記の遺跡のうち整理の完了しました25遺跡を9分冊に分けで U行するものであ

あります。

最後になりましたが、ほ場整備に伴う発掘調査の円滑な実施にご理解いただきました地元関

係者並びに関係諸機関に対し、深く感謝申しあげますとともに、この報告書の刊行にご協力い

ただきました方々に対しても厚くお礼申し上げます。

昭和60年 3月

滋賀県教育委員会事務局

文化部文化財保護課長

市 原   浩
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1.本報告書は、昭和59年度県営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、守山市山賀

遺跡、神崎郡五イ固荘町宮荘遺跡 。同郡能登川町南須田遺跡の調査結果を収載したものである。

2.調査は、滋賀県農林部の依頼により、滋賀県教育委員会の指導のもとに財団法人滋賀県文

化財保護協会が実施した。

3.調査にあたっては、地元守山市役所、五イ固荘町・能登川町役場、各教育委員会(草津・入

日1市県事務所、能登川土地改良事務所をはじめ、地元関係者の方々の協力を得た。協力を得

た諸氏については、各遺跡ごとに記した。厚 く感謝の意を表します。

4.調査は、滋賀県教育委員会文化部文化財保護課主査田中勝弘、技師葛野泰樹、同木戸雅寿、

同田路正幸を担当者とし、山賀遺跡については財団法人滋賀県文化財保護協会技師小竹森直子

氏に宮荘遺跡については五個荘町教育委員会技師補林 純氏、南須田遺跡については財団法

人滋賀県文化財保護協会技師松沢修氏に、それぞれ現地調査をお願いした。

5。 各章の文責は、各遺跡ごとに明記した。
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I.守山市山賀遺跡



1. は じ に

本報告は、守山市に所在する山賀遺跡について、昭和59年度に実施 したほ場整備事業に伴う発掘調査の成果を

収めたものである。

発掘調査は、遺跡の範囲・深さを把握することを目的とし、排水路計画部分に幅 2m、 深約 lmの トレンチを

設定した。現地調査は、昭和59年 7月 26日 より8月 10日 ・ 8月 31日 の約 2週間を要 した。

調査は文化財保護課が、農林部耕地建設課より予算の再配当をうけ、財団法人滋賀県文化財保護協会へ委託し

て実施した。調査体制は次の通 りである。

調査主体 滋賀県教育委員会

調査機関 働滋賀県文化財保護協会

調査指導 滋賀県教育委員会事務局文化部文化財保護課技師 木戸雅寿

調査担当 側滋賀県文化財保護協会技師 小竹森直子

また、調査にあたっては地元山賀町、杉江町の方々の協力を得た。記して感謝します。

なお、本文・図版等は小竹森が執筆 。作成した。

2.調 査 結 果

調査を始めるにあたり、排水路計画ルー トに基きトレンチ設定を行った。新守山川計画河道沿の約300mを Tl

それにほぼ直交し、山賀集落に向う約15mを T2とする。河道をはさみ北東に向う約70mを T3と する。
土層は10mご との柱状図にて示す。

第 1図 遺跡位置図
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〈Tl〉

北西より南東に向かって土層堆積状況の概略を記す。

60m付近までは、耕土 。橙灰褐色土・暗灰色粘土・責褐色斑を持つ灰色粘上の順でほぼ安定している。遺物は

皆無である。

70m付近で暗灰色粘土が消失し、橙灰褐色土もとざれがちになる。110～ 170mの 間では、耕土・灰色粘質土・

責褐色斑を持つ灰色粘上で再び安定する。180m付近より責褐色斑を持つ灰色粘上下に青灰色粘上が検出される。

240mで青灰色粘土は消え、暗茶褐色上が検出された。この層は小片ながら土師質の上器片が存在する包含層で

あり、遺跡の西端の一点と考えられる。250m以 降は、耕土・黄褐色を持つ灰色粘土・暗茶褐色上で安定する。

包含層出上の遺物には図示できるものはなかった。第 5図(1)は、120m付近暗灰色粘土から出上した青磁の盤で

ある。

〈T2〉

山賀集落より北東へ約10mは 、耕上・灰色粘土・暗灰色粘土 (植物遺体を含む)の順で堆積しており、沼沢地

の状況を呈している。この暗灰色粘土は、 トレンチの東半に拡がっている。10m以降は、Tlに 至るまで、耕土

・橙灰褐色土 。灰色粘土・黄褐色斑を持つ灰色粘上でほぼ安定している。

遺物は、耕上下約80"、 黄褐色斑を持つ灰色粘土中、暗灰色粘土との境を中心に出土した。

第 5図(21は 土師質の高邦の脚部で、磨減が著しい。(31は須恵器の平底壺の底部で、回転糸切 り痕を残す。

14)は青磁椀の削り出し高台部分の破片である。釉・胎土共にやや粗雑である。(5)は黒色土器椀の底部で、ほぼ正

三角形の貼り付け高台がつき、内面には暗文が認められる。(6)～ (8)は灰釉陶器である。(6)・ (71は 、九みを持つ断

面三角形に近い高台を持っており、施釉は認められない。(9は 口縁端を薄 くし、やや外反させる。高台は肉厚で

端部を丸 くおさめる。上半のみを漬け掛けによって施釉しており、前二者と共に、折戸53号窯式以降の遺物であ

る。これらの他に、土師器、信楽等の中世遺物がと上した。

〈T3〉

新守山川計画河道より北東に向かって、約10mは 、耕上、灰色粘土 。茶褐色斑を持つ灰白色粘上の下に、30効

の砂質土がかんでおり、北方の状況とは異なる。20m以降は基本的に、耕土・黄褐色土・暗灰色粘上の順であり、

30m付近まではその下に青灰色粘上がある。35m付近以降からは青灰色粘上が消え、黄褐色斑をもつ灰色粘土と

なる。遺構面は検出されなかった。

遺物は、北半約25mの間で主に出土した。耕土下より各層において土器の小片が認められたが、最下層の責褐

色斑を持つ灰色粘上中に最も多く含まれていた。

第 5図(9)～ tDは いずれも須恵器である。(9)は端部が外方へ開 くもので宝珠つまみのつ く形態である。10は 外方

へ大きく開くこの口縁部で、稜が鋭 く古い様相を呈している。こうの杯蓋は生焼けの土器ではあるが、唯一全体の

わかるものである。稜は全 く消失しており、若千口縁部端を外反させる。天丼部は回転ヘラケパリ、その他はヨ

コナデによる成形である。19は 、高台付郭身である。 6～ 8世紀代とかなりの時期幅を持っているが、灰釉陶器・

陶磁器等の新しい遺物は含まず、他の上師器片もほぼ須恵器と同時期と考えられる。

-5-



3. ま と

本調査においては、遺構を検出することはできなかったが、次の 2点が明らかになった。

Tl・ T2に おいて山賀遺跡が現集落より西方約60mま で拡がること、T3に おいて現杉江集落近辺に 6～ 8

世紀代の遺跡が存在する可能性であり、今後の精査が望まれる。
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Ⅱ.神崎郡五個荘町宮荘遺跡



1. は に

本調査は、滋賀県がHg和59年度に実施する県営ほ場整備事業五個荘町西部地区・宮荘・五位田第 1工区に伴う

発掘調査である。宮荘 (みやしょう)遺跡は、従来、「殿屋敷」、「内屋敷」、「堂立」などの小字名が遺 り、
付近 !こ 比較的古相を呈する五輪塔が遺存することから、中世の館跡として周知されていた。また、当地域周辺は、

戦国時代の「北之庄合戦Jの古戦場 としての伝承地である。

「北之庄合戦」は、『神崎郡志稿Pに よれば、永禄三年 (1561)に 近江国守護職で観音寺城主である佐々木義
賢、義治の近習物頭を務め、北之庄二人衆と呼ばれた川副兵庫助、宇野因幡守・辻伊賀守が、肥田城主高野瀬備

中守と謀 り、湖北の雄、浅井長政 と通じて佐々木家に反旗を翻した事に端を発している。そして、浅井長政の武

将赤田信濃守定興と共に館に楯籠って、合戦となったものである。これに対して、佐々木方は後藤但馬守や種村

じ

々
・・
庁入
「
〕
出 ↓感

　
蛛

紛 一鰯  ヽ十 スと ヽ  ゝ ヽ

く 古 墳 >

1 山の下古墳群

2北 山 古 IIt群

3生 山 古 墳 群

4 正 ll寺 古墳鮮

5小 谷 古 墳 tl

6内 口 古 墳 IV

7八 塚 古 蹟 群

8 別所北 B古墳群

9狐 IA古 墳 群

IO 別所北A古墳群

11 別所 B古 墳群

12別 所 A古 墳群

13 結 古 墳 洋

14丸 山 古 墳 群

27新 堂 遣 跡

28海 孝 口 遺 跡

29 横 田 遺 跡

30 竜 口 遺 跡

31万 Tlk寺 遺 跡

32道 法 寺 遺 跡

<城 跡餡跡 >

33 宮 荘 遺

34 河 曲 城

<寺 院 跡 >

35 金 壁 遺

36 木 流 廃

<官 衝 跡 >

跡 37生 口 遺 跡

跡 38大 郡 遺 跡

39蔵 之 町 遺 跡

跡

寺

<集 落 跡 >

15向 山 古 墳 群 20録 田 遺 跡

16百 々矢古墳群 21正 源 寺 遺 跡

17狐 塚 古 墳 22奈 良 木 遺 跡

lS山 の 神 古 墳 23山 本 遺 跡

19中 山 古 墳 24平 阪 遺 跡

25 木 流 遺 跡

26法 源寺 北遺跡

第 1図 五個荘町宮荘遺跡位置図
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氏一族等を対陣させている。更に、所々に新しく関所を設けて浅井方の往来の通路を制圧したため、一戦の末に

赤田信濃守共々、北之庄二人衆を討ち果している。『神崎郡志稿』では、小字「殿屋敷」や「内屋敷」を北之庄

三人衆の館跡の伝承地としている。また、付近には、二人衆の首塚 と伝える小丘が存在している。

調査は、滋賀県教育委員会文化部文化財保護課が滋賀県農林部耕地建設課より予算 (2,220,000円 )の再配当を

受け、財団法人滋賀県文化財保護協会へ委託し、現地の調査は県教委文化財保護課の依頼によって、五個荘町教

育委員会が実施した。調査は、次の体制で実施 した。

調 査 主 体  滋賀県教育委員会

調 査 機 関  働滋賀県文化財保護協会

調 査 指 導  滋賀県教育委員会文化財保護課主査 田中勝弘 技師 葛野泰樹 同 田路正幸

調 査 員  五個荘町教育委員会社会教育課技師補 林 純

調査補助員  奥野章久・森上俊文 。猪田宏之・平田竜也

本報文は、前記補助員の協力のもとに、林 純が担当した。

なお、現地調査を実施するにあたって、エイ固荘町土地改良課、地元宮荘区の方々の御協力を得た。ここに記し

て感謝の微意を表します。

2.位 置 と 環 境
宮荘遺跡は、滋賀県神崎郡五個荘町宮荘字殿屋敷、内屋敷、堂立に所在している。当地域は、愛知川左岸の中

位扇状地形を呈しており、比較的にノーマルな曲線を描いて、緩 く東から西へ傾斜を見せている。宮荘遺跡は、

この扇状地上に発達した自然堤防状の標高104m付近にあり、周辺には神崎郡条里制地割が顕者に遺存し、調査地

はこの内の九条五里に当てられているぞ なお、この地区の条里制遺構は、ほ場整備事業の工法変更によって、条

里制景観が保全されることとなった。

次に宮荘遺跡周辺の歴史的環境を、本遺跡と特に関係の深い奈良時代～中世に限定して、概観しよう。

奈良時代

律令体制の根幹を成す地方官衡跡は、本町では郡衛・駅家・郷倉に比定される遺跡がある。郡衛跡は、方三町

域に復元される大郡遺品 、ゞ神崎郡衛跡に比定されている。昭和55年 より継続して調査が進められ、これによっ

て、掘立柱建物跡や柵跡・濤
。土拡等が検出されている。

駅家は、『延喜式』に「清水駅家」の名が見え、『地理志料』や『神崎郡志稿』では、五個荘町北町屋から清

水鼻の間に所在地を求めている。また、57・ 58年に、五個荘町石塚地先の堂田遺跡落奈良時代に属する大型の掘

立柱建物跡群が発見され、関係が注目されている。

郷倉は、『類衆三代格』所収の延暦十四年 (795)関 七月十五 日官符によって設置された。毎郷の粗税収納のた

めの倉院である。『倭名類衆抄』によると神崎郡は六郷一駅 となっているが、この内、歴史地理学の研究から五

個荘町簗瀬の蔵之町遺跡を、小幡郷の郷倉に当てている。

寺院跡では、木流廃寺からは奈良時代前期の瓦が出上し、金堂遺跡からは奈良時代前期～平安時代中期頃まで

の瓦が土拡よリー括出上している。

集落跡としては、正源寺遣跡では 3時期21棟の掘立柱建物跡群が検出している。

平安時代

平安時代の集落跡は、宮荘遺跡の東側 1協付近を、南東から北東方向に通過する中仙道 (東山道)沿いに多く
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蝦集している。南より、山本遺跡 。新堂遺跡 。南竜田遺跡・海老田遺跡・横田遺跡等で、掘立柱建物集落が検出

されている。これらは、数棟単位でグループを形成し、集落を構成している。

平安時代から鎌倉時代にかけての荘園を見ると、五個荘町域には、日吉下准・山前准 。小幡荘・山本保・建部

荘があった。この内、山前荘は、日吉社領・延暦寺領・皇室領で、本町の東北部に位置し、大治四年 (1129)か

ら保元元年 (1156)の 鳥羽法皇院政期頃から五個荘とも呼ばれた。小幡荘は、藤原家領で中仙道沿いの地域にあ

ったが、建長二年 (1250)に 藤原道家によって日吉社に寄進されたことが東福寺文書により知れる。

中  世
⑩

当地域の中世史を語る場合、観音寺城を除くことはできない。観音寺城は、文治元年 (1185)に 佐々木定綱が

近江国守護地頭職に補任された以後、築かれたもので、応仁の乱以降本格的な組張りが実施された。織山 (観吉

寺山)の山頂や山腹・尾根上に、本丸をはじめ、総数千を数える郭跡や見付・石垣が配置されていた。また、織山

周辺の山頂には、和田山城・佐生城・箕作城等の支城が鶴翼の形に配されている。近江国守護職佐々木六角氏歴

代の居城として、山麓には楽市や城下町が形成され、多くの文人墨客が訪れて栄華を極めていた。しかし永禄十

一年 (1568)、 入洛を目ざす織田信長配下の佐久間信盛・木下秀吉等に攻められ、家臣画の内証もあって落城し

ている。
①

他に、中世の城郭・城館 として、小幡館 。河曲城・川並館・七里館
。清水城・塚本館 。日吉城・辻館・簗瀬城・

和田館などが知 られるが、実態は不明である。

3.調 査 経 過
今回の調査は、県営ほ場整備事業五個荘町西部地区宮荘・五位田第 1工区の約13haの内、宮荘遺跡の範囲に当る

と考えられる約5,000m2を 調査対象とした。この周辺は、前述の通 り神崎郡条里制が顕著に遺る比較的平坦な水田

地帯である。このため、ほ場整備事業の工法としては、田面切 り下げ幅が比較的に少なく、地下遺構への影響は

軽微なものと考えられたので、深堀 りが予想される第 6号支線排水路部分 を中心に、一部遺構範囲の確認 トレン

チを設定した。

現地での調査期間は、工事が夏期施工であったが、麦収穫期の関係で、昭和59年 6月 15日 ～ 7月 30日 までを要

している。

査 結 果
調査地の基本的な土層状況は、耕±30∽ 、床±10∽の直下で、淡黄灰色上の地山面となり、この地山面を掘 り

込んだ状況で遺構が検出された。したがって、明確な遺物包含層は形成されていなかった。

今回の調査で検出した遺構は、濠跡 1条 (S D01)と 掘立柱建物跡 1棟 (S B01)、 柵跡 1条 (S A01)、 土

拡 1基 (S K01)、 濤跡 1条 (S D02)で あった。しかし、調査 トレンチが極めて線的であるため、上述の遺構

の全容は知 り得なかった′ヽは、はじめに断わっておく。次に、各遺構に付いて概説しよう。 '

(1)濠跡 (S DOI)

S D01は 、幅3.0～ 3.8mで深さ30～ 40効 を測る。濠底は比較的フラットな状態で、断面形を見ると壁面の立ち

上 りは濠内側が垂直に近い角度となっているが、外側は比較的に緩い傾斜となっている。埋土は、13層 に分層し

得たが、基本的には土層と砂層 。シル ト層の互相であり、濠最下層は灰色粘土層である。埋土中からは、奈良時

代～平安時代の土器が細片化して出土し、特に最下層の灰色粘土中からは、木器と共に植物遺体が出上している。

4.調
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この S D01の規模は、東側が現宮荘集落に重複して検出し得なかったが、北・西・南の二方は確認できた。これ

によると、濠端々で測定して南北102m、 東西57m以上の方形に巡っているものと考えられる。また、この濠の方

位は、 N-34° 一Eの神崎郡条里肝線に沿っていた。

② 掘立柱建物跡 (S B01)

S B01は 、 S D01の南西コーナー付近にあって、 S D01に 切られる掘立柱建物跡で、南北 2間以上×東西 1間

以上の規模を持つ。柱穴は、直径30～ 50cmの楕円形を呈し、柱痕は径15～ 20cmを 測る。柱間は、南北柱列 。東西

柱列共に1.7m(5.7尺 )等間であった。 S B01の方位は、南北柱列で N-34° 一Wに ある。

(3)柵跡 (S AOI)

S D01の南辺西イ員Jに 沿う形で、 S D01か ら1.5m隔てて設けられた441跡である。 3間分を検出しており、全長は

7.2mである。柱穴規模は直径20-前後で、柱間は2,4m(8尺 )等間である。

(4)■rA(S K01)

S A01の東端付近にあり、直径95∽ 、深さ50物 を測る円形土拡である。埋土は黒灰色上で、埋土中より平安時

代前期の上器 と木器が少量出土 している。

6)溝 跡 (S D02)

S D01の外側、調査 トレンチの北西端で検出した素掘 りの南北濤で、幅60～ 80∽、深さ2112を 測る。埋土中よ

り、平安時代前期の上器が出上した。また、この S D02に は、斜めに取 り付 く小濤があり、これは板材で擁壁が施

されていた。

5.出 土 遺 物
今回の調査では、遺物包含層の形成は認められず、大半が遺構埋土からの出上であった。その中にあっても、

濠跡 S D01出上の遺物が大半を占めるが、全て細片と化しており、まとまったものではない。

S D01か ら出上した遺物には、土器類と木器類があるが、木器類は用途不明の棒状品ばかりである。上器類に

は、須恵器、土師器、土師器、灰釉陶器、黒色土器がある。

(1)須恵器

郭蓋 (1～ 10)は 、その形態の差異から4類に区分できる。 7は、復元口径16効 を測るもので、膨らみのある

天丼部はヘラ削りを施すことによって水平に調整している。天丼部の中央には、扁平なつまみが付 くものと見ら

れ、天丼部から口縁部に緩 く伸び、口縁端部は下方に短 く屈曲して断面三角形を呈する。 3～ 6は、口径 12.5～

13.5効に復元できるもので、天丼部は扁平化してヘラ削りは省略される。口縁部との境は僅かに屈曲し、端部は

断面三角形に突出している。8・ 9は、天丼部と口縁部の境目が強く二段に屈曲したもので、口縁端部はシャープ

さはなくなり単に肥厚したものと化す。天丼部には、括れのない扁平なつまみが付 くであろう。10は 、 8。 9の

形態に近似するが、天丼部には高台状の環状のつまみを貼付している。

lTh身 (11～ 25)に は、高台を持つものと無高台のものとに大別できるが、高台を持つものも、その形態差によ

って細別できる。14は 、無高台のもので、口径11.6効器高2.7効に復元し得、底部は平らで、底部と休部の境は屈

曲して稜を成す。体部は外傾 して開き、口縁部は外面を強 く横撫ですることで、外反気味とする。22は 、短いが

やや外方に踏ん張った古相を遺す高台を有するもので、高台は底部の内側に付 く。底部と体部の境は、大きくカ

ーブし、体部は外反気味に開いている。15。 16・ 21は 、僅かに踏んばりのある小さな高台のもので、体部と底部

の境は屈曲して稜を成している。17～ 20と 23～ 25は 、断面方形の小さい高台が、体部直下に付いている。いずれ
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も、底部の調整は、ヘラ切 り後に指撫で又は横撫でで仕上げている。

広口壷 (27)は、大きく外反して開いた口縁部で、端部は上方に摘み上げて断面三角形を呈している。

鉢 (28)は所謂「鉄鉢型」を呈するもので、内側に傾斜した口縁部に、端部は内傾した面を作る。口縁部の外

周には、三条の浅い凹線を巡らせている。この土器は、他の上器に比して特に胎上が精良で、焼成も良 く色調は

青灰色を呈している。

甕 (26・ 29)。 26は 、日縁端部を丸 く肥厚させたもので、29は 外傾 した端面を作る。

(21 灰釉陶器                                                 j

皿 (31)は、扁平で丸味のある小さな高台を有している。底部は糸切 り痕を遺し、胎土は精良で色調は乳灰色

を呈している。この他に坑と壷類があるが器形は明らかでない。                             ・

(働 山茶塊

皿 (30)は 、小型の皿の底部である。不整形な貼 り付け高台で、一見すると平底と見まがうものである。胎土

は多くの砂粒を含み粗 く、淡灰色を呈している。

坑 (31)は、高台径 8伽 を測り、底部は糸切 りで、高台は小さく九味がある。施釉はなく全体に厚手の感じを

受ける。胎土は細砂質で、焼成はやや悪 く淡灰色を呈している。

14)土師器

皿 (33。 36)。 33は、復元口径8.働でフラットな底部から屈曲して開き、口径端部は単に丸 くおさめている。

36は 、底部から体部へ緩やかに伸び、日縁部は強 く横撫ですることで外反気味となる。

甕 (37)は、口径を復元すると11∽程 となる小型の甕で、膨らみのある体部に短 く外反した口縁部が付き、口

縁端部は九 く肥厚している。体部外面は、粗い刷毛目調整。

(5)黒色土器

坑 (34・ 35)。 いずれも、口径15伽前後のもので、口縁端部内面に浅い凹線を施す。内面及び口縁部外面は横

撫で調整し、34は内面に粗いヘラ磨きを施している。共に、胎土は精良で、色調は淡灰色を呈して炭素は内面とロ

縁部周辺に吸着する。

以上、 S D01出上の上器を観て来たが、次にこれらの年代観についてまとめよう。

まず、須恵器罫蓋 (7)と 孫身 (22)は、 8世紀前葉に比定される平城宮出土土器編翠の平城宮Hに近似する。

上不蓋 (3～ 5)と 堺身 (21)は 、 8世紀中葉頃とされる平城宮Ⅲ～Ⅳの特徴を備えている。また、lTh蓋 (8～ 10)

と郭身 (15～ 17・ 20)さ らに土師器甕 (37)は、 8世紀末～ 9世紀初頭頃に比定される平城宮 V～ Ⅵに属するも,            
⑬

のと見られる。一方、山茶坑の魂 (32)は、灰釉陶器の無釉のものとすべきかも知れず、形態的には折戸53号窯
⑭

式に近い特徴を遺し、11世紀後半と見られる。皿 (30)は 、愛知県東山101号窯のものに類似品があって、これは
⑮                     、

12世紀後半代の所産と考える。黒色土器坑 (34)は、栗東町手原遺跡 SD-67の一群に形態や手法が類似し、13

世紀前半代に比定できよう。

したがって、 S D01出土土器の年代幅は、 8世紀前葉から13世紀前半代までのおよそ500年間の長期にわたる事      '

が知れた。

6。 ま と め
今回の調査は、極めて限定された線的な発掘調査ではあったが、当初の予想以上の成果が拳げることができた。
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そこで、最後に調査成果を要約して、まとめに代えることとする。

まず、濠跡 S D01であるが、これはおそらく一辺100m前後 (一町域 )の方形に巡る濠跡と考えられる。この S

D01に よって区画された内側には、掘立柱建物跡等の建物群が配置されていることは明らかである。しかし、そ

の配置構造や、それらが更に小区画に区分されていたかは不詳である。また、 S D01の内側に防禦施設としての

上塁や棚列の存在については、柵跡 S A01を S D01に 伴う防禦施設と見るのは妥当と考える。土塁については、

その証左はないが、 S D01の埋土中に S D01の内側から流入した状況の責灰色上があり、あるいは同層が土塁の

崩壊土と見ることができるかも知れない。

次に、 S D01の開削時期であるが、出土土器には奈良時代前期～中世初頭にかけての比較的長期間の土器が含

まれていた。また、大半が細片化して、層位的にも纏まったものではないため、 S D01の年代を直接決定する決

め手となるものではなかった。ただ、13世紀前半代頃までには、 S D01は 埋没した事が知れるのみである。また、

S D01の 占地は、神崎郡条里制の地割に規制を受けた状況にある′ミは、注目されよう。一方、掘立柱建物跡 SB

01は 、 S D01に よって破壊を受けており、 S D01開削以前にも掘立柱建物等の施設が存在したことは、明白であ

る。

そこで、この濠 S Dolに よって区画された建物群の性格を考察する場合、可能性として次の 4フミが想定できる。

① 律令体制下の、行政の末端組織である郷又は里に係る官衡的な機能を持った施設。

② 奈良時代から平安時代を通じての、在地有力者層 (在地官人・有力農民層)の住居。

③ 荘園制における、在地荘官層の荘官合。

④ 防禦的施設を有した村落形態。

この内、①の事例としては、兵庫県春日町山垣遺品 挙ヾげられる。これは、奈良時代に属し、掘立柱建物群を

堀が方形に囲んでいて、堀の底部より「里長」の文字の見える木簡をはじめ、墨書土器や円面硯等の遺物が出土

している。この遺跡は、郡衡より下級の官衡、すなわち里に関係した官衛的施設とされている。②の事例として

は、大阪府美原町平尾遺跡や大阪府高槻市郡家今城遺訴券考えられる。平尾遺跡は、 6世紀末ないし7世紀初め

に成立し、 8世紀中頃まで継続した遺跡で、方形に巡る濤で区画された内部は、更に棚によって内部と外郭に区

別されている。内部には廂を持つ大型の建物など多数の掘立柱建物が配されている。これは、丹比郡に婚躍した

有力首長の居宅と考えられている。また、郡家今城遺跡は、8世紀初めから9世紀前半のもので、滞や棚で区画

された 3地区内には、其々掘立柱建物群や井戸が配されている。その内の一地区は、廂を付けた大型の建物が目

立ち、他の地区よりも傑出していた。これは、郷戸を構成する各房戸の階層差を反映させたものであろう。③の

場合としては、石川県松任市横江庄遺跡や滋賀県多賀町水沼庄遺訴誅挙げられる。横江庄遺跡を見ると、これは

9世紀初葉～10世紀初葉頃のもので、一面廂を持つ 5間 ×2間の東西棟建物を中心に、建物群が「コ」宇形に配

されている。水沼庄遺跡は、11世紀後半～13世紀代に所属する。これは外周を濤が方形に区画しており、その中

に、主屋・副屋 。倉庫で構成されていた。この二例は、いずれも荘園経営のために設置された荘家あるいは荘官合

と呼べるものと考えられている。最後に、④の事例としては、滋賀県中主町吉池大寺遺跡 。光明寺遺品 知ヾら

れる。吉池大寺遺跡の方は、平安時代後期～室町時代のもので、室町期の遺構は一辺100m程の堀に囲まれ、内部

には柱穴底に礎石を置いた建物が建てられている。光明寺遺跡は、14世紀～16世紀の遺構は、南北97m× 東西70

m以上の方形に堀を穿ち、更にその内部にも南北42m× 東西32mの堀を巡らす、二重の堀による複享卜構建をと

る屋敷跡である。
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以上、宮荘遺跡の性格に付いて、可能性のあるものについて、事例を挙げて検討して来た。しかし、極めて小

面積の発掘で、遺構の部分的な調査成果しか知らない現状では、決して早計に結論の下せる問題ではな
い。また、

遺跡が長期間にわたる場合は、その性格の変質も考慮しておく必要があろう。

今回の調査の直接的な動機 となった、小学「殿屋敷」「内屋敷」の名称が、本調査で検出し
た濠に囲まれた建

物群が人々に記憶・伝承された結果とも考えられ、これが中世の「北之庄合戦」と結び付
いた可能性もあろう。

この場合、本遺跡は単に考古学だけでなく、地名伝承学的にも興味のある遺跡と
いえよう。

なお、発掘調査に作業員として従事下さいました宮荘在住の野村みを氏より、作業中
の感想をまとめた短歌二      

十

首を頂敷いたしましたので、末尾ながら披露させていただきます。

・小さくも古人を偲ぶ土器の片を                                         '

宝石のごとさぐる日毎よ。

・かわりゆく土壊の色にのぞみかけ

今 日も遺跡にシャベルを握る。

註

① 大橋金造編『神崎郡志稿 上巻』 (滋賀県神崎郡教育会 1928)
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⑫ 橙崎彰一他『東山101号窯発掘調査報告』 (愛知県教育委員会 1973)

⑮ 大橋信弥他『手原遺跡発掘調査報告書』 (栗東町教育委員会 1981)

⑮ 加古千恵子・平田博幸『山垣遺跡』 (兵庫県教育委員会 1984)

⑫ 「平尾遺跡の検討」(『古代を考える2』 古代を考える会 1976)

⑬ 原口正三「古代・中世の集落」(『考古学研究第23巻 4号』考古学研究会 1977)

⑩ 吉岡康暢他『東大寺領横江庄遺跡』 (松任市教育委員会 1983)

④ 近藤滋・松沢修「多賀町水沼荘遺跡」(『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書V』 滋賀県教育委員会 1978)

② 辻広志氏の御教授による。
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付章 I.神崎郡五イ固荘町奈良木遺跡



1. は じ |こ

本調査報告書は、昭和58年度県営ほ場整備事業五佃荘町西部地区川並・塚本第 3工区に伴う、埋蔵文化財奈良

木 (な らぎ)遺跡の発掘調査報告書である。

奈良木選跡は、従前においては奈良時代～平安時代の上器が散布することから、その所在が周知されていた。

しかし、遺跡の性格や範囲に付いては不明の状態であった。そのような状況下で、当地域一常にも県営としてほ

場蛯11事業が計画・実施された。そこで、昭和55年度には奈良木辻跡の一画、小字出口地先において滋賀県教育

委員会によって発掘調査が実施された。調査の結果は、沼沢地及び旧河道を検出し、古墳時代後期～平安時代後

期の上器類が多量に出土 Pた。これは、周辺部に同期の集落跡が埋没していることを示唆するものと考えられた。

今回の調査地は、昭和55年度の調査地の山手側、小字大法・別所地先で実施したもので、前回の調査所見から、

くrィレ
＼挿も ＼ み、 ヽ ゝ、ヽ

”熙
う
た
‐／１

く 古 墳 >

l 山の下古墳群

2北 山 古 墳 群

3堂 山 古 墳 群

4 正瑞 寺古墳群

5小 谷 古 墳 群

6内 口 古 墳 群

7八 塚 古 墳 群

8 別所北B古墳荘

9狐 塚 古 墳 群

10 別所北A古墳群

■ 別所 B古 墳群

12別 所 A古 墳群

13結 古 墳 群

14丸 山 古 墳 群

<城 跡館跡 >

27新 登 遺 跡 33宮 荘 遺

28海 老 日 遺 跡 34河 曲 城

29横 田 遺 跡 <寺 院 跡 >

30竜 日 遺 跡 35金 堂 遺

31万 願 寺 遼 跡 36木 流 廃

32道 法 寺 遺 跡

<官 街 跡 >

跡 37 登 田 遺 跡

跡 38大 郡 遺 跡

39蔵 之 町 遺 跡

瘍

寺

<集 落 跡 >

15向 山 古 墳 群 20録 日 遺 跡

16百 々矢古墳群 21 正 源 寺 遺 跡

17狐 塚 古 墳 22奈 良 木 遺 跡

18山 の 神 古 墳 23山 本 遺 跡

19中 山 古 墳 24平 阪 遺 跡

25 木 流 遺 跡

26法 源寺北遺跡

第 1図 五個荘町奈良木遺跡位置図
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集落跡が所在する可能性が高いと考えられた。調査は、滋賀県教育委員会文化部文化財保護課が滋賀県農林部耕

地建設課より予算 (2,220,000円 )の再配当を受け、財団法人滋賀県文化財保護協会へ委託 し、現地調査は県教委

文化財保護課の依頼によって五個荘町教育委員会が実施した。調査体制は、次の通 りである。

調査主体 滋賀県教育委員会

調査機関 動滋賀県文化財保護協会

調査指導 滋賀県教育委員会文化財保護課主査 近藤 滋 技師 葛野泰樹 。技師 田路正幸

調 査 員 五個荘町教育委員会社会教育課技師補 林  純

調査補助員 奥野章久、森上俊之、西埜 博

本報告文は、上記補助員の協力のもとに、林純が担当した。

なお、現地調査を実施するにあたって、五個荘町土地改良課、地元川並区の方々の御協力を得た。ここに感謝

の意を表します。

2.位 置 と 環 境
奈良木遺跡は、滋賀県神崎郡五個荘町川並字上田中 。出口 。フケ・里中 。別所 。大法に所在する。遺跡は、標

高432mを 最高峰とする独立丘の緻山の北麓裾部の沖積平野に占地し、現川並集落の西側の水田に位置している。

遺跡周辺の地勢を観ると、南側は急峻な斜面の山麓であって、この谷水を集めた瓜生川が山裾沿いに北西へ流れ

るも遺跡の北側は、東から西へ緩 く傾斜しているものの、神崎郡条里制によって水田が美しく区画されている。

東傾Jに は、現川並集落が微高地上を占めている。奈良木遺跡の現標高は、最高所で110m、最低所で105mを 測る。

奈良木遺跡周辺の歴史的環境を簡単に観ると、遺跡の西方から南側の水田部及び山腹部に、八塚古墳群、孤塚
②                               ⑥

古墳群・別所北古墳群・別所古墳群・結古墳群・サガミド古墳群・丸山古墳群等の古墳群が所在する。これらは、

全て数基～十数基程度で構成された古墳時代後期の群集墳である。この内、丸山古墳群 1号墳からは、 6世紀末

～ 7世紀初頭頃の上師質亀甲型陶器棺が出上し、注目されている。
④

奈良木遺跡の西側 1協には、神崎郡衛跡に比定されている大郡遺跡が所在している。奈良時代の寺院跡では、

北西800mに ある金堂遺跡や、南西 2協の所に位置する木流廃寺が挙げられる。この時期の集落跡では、北方800m
⑤

に位置する正源寺遺跡から、21棟の掘立柱建物跡が検出された。

平安時代の集落は、奈良木遺跡の西側 1協付近を、南西から北東方向に通過している中仙道 (東山道)沿いに、

掘立柱建物集落の山本遺跡乳新堂遺訴乳海老田遺跡が立地している。
⑨

奈良木遺跡の背後に響える織山には、国指定史跡の観音寺城がある。観音寺城は、佐々木氏が鎌倉時代に築い

たもので、応仁の乱以降に本格的な縄張 りが実施されたらしく、織山の山腹や尾根上に千を超える郭や見付・石

垣が配置されていた。近江国守護職佐々木六角氏の居城として、山麓には楽市や城下町が形成され、また、多く

の文入墨客が訪れて繁栄を極めていた。しかし、永禄11年 (1568)に 入洛を目ざす織田信長に攻められ、家臣団

の内証も起きて落城している。

3.調 査 経 過
今回の発掘調査は、県営ほ場整備事業五個荘町西部地区川並・塚本第 3区の約3.6haの内、奈良木遺跡の範囲

内にあたると考えられた約20,000″ を調査対象地とした。この部分は、糸山北麓の棚田の状況を呈した所である

ため、ほ場整備工事の工法としては田面の切 り下げ部分が比較的多くある状況にあった。また、山裾部の谷間か
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らの湧水が激しい場所でもあるため、山裾との間に排水路を廻らせる計画であった。したがって、発掘調査もこ

の切 り上部分及び排水路部分を中心に、重機によって 3m× 5mの トレンチ18カ 所と3m×40mの トレンチ 2カ

所を設定し、人力で遺構の検出を試みることとした。

なお、現地での調査期間は、昭和58年 7月 10日 から8月 25日 までを要した。

調査の結果からまず先に述べると、当初期待された集落隊は検出することができなかった。結果的には、昭和

55年度の調査時に検出したのと同様に、沼沢地状を呈した遺物包含層を認めたに止まった。

調査 トレンチの状況について、簡単に述べることとする。

第 5ト レンチ

調査地域の東側にある第34-1小排水路部分に設定したトレンチである。土層の状況は、耕上が40"あ り、次

いで灰色砂泥層が10～ 20吻の厚みで堆積し、その下層は黄褐色土となる。灰色砂泥層から、近世～現代の陶磁器

が小量出上した。

第 7ト レンチ

調査地の最東端部に位置するトレンチである。層序は、耕±30∽の下層に淡茶灰色砂泥が15効あり、次に暗黄

茶色砂泥層となる。この暗黄茶色砂泥層を掘り込んだ状況で、古墳時代後期から平安時代後期の上器を含蔵した

茶灰色砂泥を埋土とする濤状遺構を検出している。

第 9ト レンチ

調査地の東半部を東西に横断する第34小水路の、ほぼ中央に設定した長大なトレンチである。このトレンチで

は、耕土が20～ 30効あって、次に淡灰色砂泥が30効弱堆積する。この砂泥層の下に、奈良時代～平安時代の上器

及び木片を若千包含した灰色粘土層が50吻以上あった。土器類は全て細片で、磨減の激しい状況である。

第 10ト レンチ

第10ト レンチは、第 9ト レンチの西側に設定したトレンチで、土層の状況も第 9ト レンチに近似した状態であ

ったが、灰色粘土層からは遺物は出上しなかった。

第 15ト レンチ

第15ト レンチは、調査地西側の第34-2小排水路のほぼ中央に設定したトレンチである。このトレンチの層序

は、耕土・淡灰色砂泥 。青白色シルト・淡責砂粒層の順となるが、厚さ20cm強 の青白いシル トは、途中で切れ

ている。したがって、表土はこの落差を反映して段を成している。遺物は全く出土しなかった。

第20ト レンチ

このトレンチは、調査地の最西端に位置するもので、耕±25効、淡灰褐色砂泥15～ 25効の下層は、灰色砂泥・

淡責褐色砂泥となるが、著る分的には淡灰色砂泥の部分もある。また、 トレンチの一画には、排水を目的とした暗
渠が認められた。このトレンチでも、遺物は全く出土していない。

以上、各トレンチの状況を総合的に判断すると、次の諸点に要約できる。

① 遺構は、調査地東端の第 7ト レンチで検出した濤状遺構のみで、直接、集落跡に関係するものではない。

② 古墳時代後期～平安時代後期の長期間に渡る遺物を包含した土層が、調査地区の東側、小字別所地先で検
出した。しかし、土器は全て細片と化しており、ローリングを受けて磨減し、また、包含密度も低い。

4.調 査 結
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③ 調査地西側、すなわち小字大法地先では、広範囲にわたって耕土直下で淡灰色砂泥層を検出している。地
元の人々の話では、同層は、昭和20年代の激水による山津波によって流入堆積したものといわれている。このこ

とは、背後の統山自体が風化の進行した花商岩質であって、地表の樹林相も松類を中心とする比較的貧弱なもの

である。したがって、豪雨等による激水には、極めてもろい地質を反映した事件であった。

5。 出 土 土 器

今回の調査で出土した土器類には、古墳時代後期から平安時代後期にいたる。比較的長期間のものが含まれて

いる。しかし、大半が細片と化しており、しかも同一層中に揮然とした状態で出土したため、層位的に扱うこと

はできない。出上した土器には、須恵器・土師器・灰釉陶器・緑釉陶器・黒色土器があった。

須恵器

'不

蓋 (1～ 9)は 、口径によって、大・小に区分できるが、形状は同一である。天丼部はフラットで、天丼部

と口縁部の境は二段に屈曲し、端部は短 く下方に折 り曲げている。天丼部の中央には、低い円筒状のつまみが付 く。

と不身00は 、古墳時代の末葉のもので、口径の小型化が著しく、立ち上 りは矮少化して低い。士不身 (11～21)に は、

高台の有無・口径の犬小によって分類することができる。17～ 21の高台は、扁平化の著しい高台で、断面「W」 字

状を呈するものも見られる。この一群の高台は、底部と休部の境よりやや底部中央寄 りに付いている。小型壷②

は、頸部の細い小型壷で、肩部成形後に粘上を積んで頸部を作っている。提瓶⑪。古墳時代後期に属するもので、

把手は環状にはならず、牛角状であろう。甕90は 、中型甕に類するもので、頸部から直立し中程で反外して開く。

口縁部外面には数条の浅い凹線が巡らされ、それによって区画された部分に稚拙な波状文を施している。

灰和陶器

坑・皿類 (25～ 28)のみである。これらは、高台の形状で三分しうる。25は 、糸切 りの底部に非常に小さい断面

「V」 字状の高台を付力Hし たものである。26～ 28は 、九味のあるやや高い高台を糸切 りの底部に貼り付けている。

これらの灰釉陶器の胎土は、概して精良で、色調も乳白色を呈する堅緻なものである。釉薬lk高台まで及ばず、

漬け荘卜け技法によるものである。

緑釉陶器

これも灰釉陶器同様に、坑皿類 (29主 32)に 限られる。高台の形態には 2タ イプ見られ、29。 30は 、所謂「近

江型」とでも称すべき蛇ノロ高台のもので、高台内部を除く全面に暗緑灰色の釉薬が施されている。素地は、須

恵質である。31・ 32は 、底部が糸切 りにより突出した平底の形態である。素地は、先のものと同様に須恵器質に

焼けていた。

上師器

大半が微細な小片で、図示し得たものは僅かである。羽釜00は 、口径22∽程に復元できるもので、口縁部は大

きく内傾し、端部はやや肥厚気味に九 くおさめている。鍔は、短 く水平に伸びている。内面は、横方向に粗い刷

毛目調整を施 し、胎土は砂粒を夕く含むもので、焼成はあまり良 くない。鉢働は、復元口径25.1∽ を測る扁平な

婉状のもので、体部 と口縁部の区別はない。口縁端部は水平な面を作 り、その中央は若千凹んでいる。体部外面は

は刷毛目調整を施 し、内面はヘラ削 `り で器壁を調えている。胎土は、砂粒や小石を多く含み、色調は淡黄紅色である。
⑩

以上、これらの年代観を見ると、須恵器堺身tOと 提瓶側は、大阪府陶邑窯編年のH型式第 4段階～第 5段階の
①

もので 7世紀中葉頃に比定できる。郭身 (17～ 21)は 、平城宮跡出土土器編年の平城宮H～ Vの ものに類似し、

8世紀前葉～後葉と見られる。杯蓋 (4～ 6・ 8・ 9)は 、長岡京期の一群の上器と比較して、やや新しい要素

―- 23 -―



第 5ト レンチ

1.耕 土

-107m ζ:蜃継至

第 7ト レンチ

牛 w.2 】:執茶浅色

第 9ト レンチ

1.耕 土

_J■ 3m ζ:検雹亀整亀含層)

3.茶灰色砂泥 (包含層 )
4.暗責茶色砂泥
5礫 層
6.淡茶褐色 (日耕土 )

第10ト レンチ

1.耕 土
2 淡灰色砂泥
3.灰色粘土

105.5m

第15ト レンチ

1.耕 上
2.淡灰色砂泥
3.青白色シル ト

106.8m 4 淡責色砂粒層

第20ト レンチ

.耕土

.淡灰褐色砂泥
灰色砂泥

.1炎責褐色砂 Jを

.淡灰色砂泥
暗きょ

8                       2m
|

第3図 奈良木遺跡トレンチ断面実測図
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を備える所から、 9世紀前葉～中葉頃と考えられる。また、灰釉陶器 (27・ 28)や緑釉陶器働は、高島郡高為町
⑫

鴨遺跡 トレンチ10包含層の一連の上器群のものよりも、新しい段階と見られる点から、10世紀前半頃と見られる。

緑釉陶器 (29・ 30)は 、甲賀郡水口町春 口山ノ神窯出壬ち緑釉陶器に類品が見られる。

したがって、出上した土器には、大雑把に捉えて古墳時代後期～平安時代後期頃の年代が与えられる。

6. ま と

奈良木遺跡での発掘調査は、今次で 2度目であった。前回、昭和55年度の調査では、古墳時代後期～平安時代

後期の上器を多量に出上した旧河道及び沼沢地を検出した。今回の調査地は、昭和55年度調査の南4則、比高差

4～ 1.8mほ ど高位所側の調査であった。このため、当初は古墳時代から平安時代にかけての集落跡が検出される

ものと期待された。また、本調査地背後の山裾や山腹部には、別所古墳群をはじめ多くの後期群集墳が蠣集した

状況にあり、集落跡の存在は濃厚と考えられた。

しかし、今次の調査で検出された遺構は、前回の調査と同様に、沼沢地状の遺物包含層と濤一条で、集落跡の

存在を肯定する資料は何ら得られなかった。したがって、これらの土器を消費した人々の居住地は別に求めねIギ

ならない。その候補地として、昭和55年度調査地の東側微高地にある現川並集落を挙げることができよう。この

事は、現川並集落内で実施した個人住宅に伴う立合調査で、遺物包含層及びピットを検出した事も、その有句な

証左となろう。

ただ、ここで注意しなければならないのは、今回の調査で遺物包含層を検出したトレンチの標高が、現川並集

落の乗る微高地よりも高位にある点である。これは、現川並集落に重複した古代集落跡が所在するとしても、今

回の調査地の山側にも、何らかの遺構がある可能性は否定できない。包含層出土遺物の内、古墳時代に属するも

のは、周囲の古墳群から流出したものと考えられるが、奈良～平安時代の上器類は集落跡から通有に出土するも

のと何ら変らない。したがって、調査地背後の比較的に傾斜の緩い山裾に、集落等が営まれたと考えられること

も不可能な事ではない。

現川並集落のほぼ中央に、一際大きな伽藍を見せる浄土真宗仏光寺派の安養山福応寺がある。この寺伝による

と、当寺はもと天台宗安養寺と称して織山東麓の山腹にあったが、元徳 2年 (1330)に法善師が仏光寺に帰依し

て浄土真宗に改宗したと伝えている。かつての寺地を何処に求めるかは不詳であるが、今回の調査成果とも関連

して、今後の調査課題となった。
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註

① 松沢修氏の御教示による。

② 昭和56年度に、県営ほ場整備事業に伴って発掘調査された。
③ 江南洋・西日弘「丸山古墳群」(『東海道新幹線工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 日本国有鉄道 1965年 )
④ 昭和55年度より6カ年計画で、国庫補助事業として発掘調査を実施している。
⑤ 昭和57年度に、県首ほ場整備事業に伴って、発掘調査を実施した。
⑥ 林 純「山本遺跡」(『五個荘町埋蔵文化財発掘調査年報I』 五個荘町教育委員会 1983年 )
⑦ 林 純「新堂遺跡」(『五個荘町埋蔵文化財発掘調査年報Ⅱ』五個荘町教育委員会 1984年 )
③ 丸山竜平他『観音寺城跡整備調査報告書 (滋賀県教育委員会1971年 )
⑭ 中村浩他『陶邑Ш』 (大阪文化財センター 1978年 )
① 奈良回立文化財研究所『平城宮発掘調査報告Ⅶ』 (奈良国立文化財研究所学報第26冊 1976年 )
⑫ 丸山竜平・兼康保明他『鴨遺跡』 (高島郡教育委員会 1980年 )

/   〇 丸山竜平・山口利彦「甲賀蔀水口町春日山の神古窯跡調査報告」(『昭和48年度 滋賀県文化財調査年報』滋賀県文
化財保護協会 1975年 )｀
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付章H.神崎郡五個荘町金堂遺跡



1. は じ に

本報文は、滋賀県が昭和58年度に実施 した県首ほ場整備事業五個荘町西部地区金堂第 2工区に伴う、埋蔵文化

財金堂 (こ んどう)遺跡の発掘調査の報告書である。

金堂遺跡は、五個荘町大字金堂集落の東端にあり、大城神社の北側に位置しているЬ従来、「大城」、「南大城」

「馬場」等の小字名があり、神崎郡条里制と方位を異にした南北地割が方一町半程度遺存する事から、城館跡と

して周知されていた。また、事前に現地確認を実施した際にも、奈良時代～中世の土器や瓦が若千散布していた。

そこで、工事着工前に発掘調査を実施して、遺跡の範囲や性格、時期等を明らかにし、今後の保存策を講ずる資

料を得ることとした。

<古 墳 >

1 山の下古墳群

2北 山 古 墳 群

3堂 山 古 墳 群

4 正瑞寺古墳群

5小 谷 古 墳 群

6内 田 古 墳 群

7入 塚 古 墳 群

8 別所北 B古墳群

9狐 塚 古 墳 群

10 別所北A古墳群

■ 別 所 B古 墳群

12別 所 A古 墳群

13 結 古 墳 群

14丸 山 古 墳 群

?7新 堂 遼 跡

28海 老 四 遺 跡

29横 田 遺 跡

30 竜 田 遺 跡

31万 願 寺 遺 跡

32道 法 寺 遺 跡

く城跡館跡 >

33宮 荘 遺

34 河 曲 城

く 寺 院 跡 >

35 金 堂 遺

36 木 流 廃

<官 衛 跡 >

跡 37 堂 田 遺 跡

跡 38 大 郡 遺 跡

39蔵 之 町 遺 跡

跡

寺

く 集 落 跡 >

15向 山 古 墳 群 20録 田 遺 跡

16百 々矢 古墳群 21 正 源 寺 遺 跡

17狐 塚 古 墳 22奈 良 木 遺 跡

18山 の 神 古 墳 23山 本 遺 跡

19中 山 古 墳 24平 阪 遺 跡

25 木 流 遺 跡

26法 源寺北遺跡

第 1図 五個荘町金堂遺跡位置図
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を講ずる資料を得ることとした。

調査は、滋賀県教育委員会文化部文化財保護課が滋賀県農林部耕地建設課より予算 (2,220,000円 )の再配当を

受けて、財団法人滋賀県文化財保護協会に委託 して実施した。また、現地調査は、県教育委員会文化財保護課の

依頼によって、五個荘町教育委員会が担当した。

調査体制は、次の通 りである。

調 査 主 体  滋賀県教育委員会

調 査 機 関  側滋賀県文化財保護協会

調i査 指 導  滋賀県教育委員会文化部文化財保護課主査 近藤 滋 技師 葛野泰樹 技師 田路正幸

調 査 員  五個荘町教育委員会社会教育課技師補 林  純

調査補助員  奥野章久・森上俊文 。西埜博

本報告文は、上記補助員の協力により、林 純が担当した。

なお、現地調査を実施するにあたって、五個荘町土地改良課や地元金堂区の方々、関係者の方々の御協力を得

た。ここに記して、感謝の微意を表します。

2.位 置 と 環 境
金堂遺跡は、滋賀県神崎郡五個荘町大字金堂字大城・南大城・宮ノ後に位置している。また、律令体制下の郷

①
制では、近江国神崎小幡郷あるいは駅家郷のいずれかに属していたものと考えられる。

鈴鹿山脈に発生した愛知川は、北西へ流路を取って琵琶湖に注ぐ湖東第一の大河である。その中流域では、独

立丘陵の織山や箕作山が愛知川の進路を阻害するため、流路は大きく蛇行している。したがって、この付近は堆

積作用も顕著で、扇状地形の内に自然堤防が随所に見られる。金堂遺跡も、この愛知川中流域左岸の自然堤防状

の微高地上に占地しており、況標高は107～ 105mを 測る。

遺跡周辺の歴史環境について、金堂遺跡と関係の深い奈良 。平安時代の遺跡を若千触れておこう。

奈良時代

官衛関係では、本遺跡の南61Xl mに神崎郡衛に比定される大郡遺鵬 あヾる。また、大郡遺跡に南接する可台ヒ隆が指

摘できるものである。金堂遺跡の北1.劾にある蔵之町遺跡は、小幡郷の郷香毛する説がある。

寺院跡は、南東1助 に位置する木流廃寺からは、自鳳期に位置付けられる瓦が出上している。これは、外縁に

重圏文をもつ単弁八葉の軒丸瓦と、ヘラ描き重弧文の軒平瓦である。他に、木流廃寺の南900mに ある五十坊遺跡

からも瓦の出上が伝えられているが、詳細は不明で、地形から見て瓦窯の可能性もある。神崎郡内で見ると、能登

川町域で小川遺跡・猪子遺跡から白鳳期の瓦が出上している。また、奈良時代前期の法堂寺廃寺には心礎が露出し、
④

普光寺廃寺にも礎石が残っている。八日市市域では、箕作山南麓に建部瓦屋寺瓦窯がある。

奈良時代の集落跡では、本遺跡の北西400mに掘立柱建物21棟 を検出した正源寺遺跡が知られる唯―の例である。     
イ

平安時代

平安時代の集落跡は、本遺跡の東側に隣接して海老田遺潟 あゞる。また、本遺跡の東方700m付近を、南西から

北東方向に通過する中仙道 (東山道)に沿って、山本遺跡や新堂遺課等の集落跡が占地する。これらはいずれも、

掘立柱建物数棟単位でグループを構成する集落跡である。
③

なお、金堂遺跡の周辺には神崎郡条里が顕著に遺存しており、当地はこの内の九条五里に復元されている。加

えて、本遺跡の東側には、中仙道の間道といわれる古道「陰京道」に隣接して通過している。

―- 30-―
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3.調 査 経 過
本調査は、昭和58年度に実施された県営ほ場整備事業金堂第 2工区約10 haの 内、金堂遺跡が含まれる約22,000

″を対象とした。調査は、工事によって遺構が破壊を受けると考えられた、第26号小排水路予定地と田面切 り下

げ部分に、第 1～ 第12ト レンチの合計12カ所に トレンチを設定し、遺構の検出されたトレンチを一部拡大するこ

ととした。

調査地の基本的な層序は、耕上が30～ 40効床上が 5～ 10∽ で次に淡黄灰～淡橙灰色土層の地山面となり、この

面を掘 り込んだ状況で遺構を検出した。

遺構は、主に調査地の中央付近から北側の第 1～ 第 8ト レンチで、土拡跡、竪穴住居跡、概跡、ピット群を検出

した。一方、南側に設定した第 9～ 第12ト レンチでは、遺構は認められなかった。

現地での調査は、昭和58年 6月 10日 ～ 8月 15日 までの約 2カ 月間を要した。

4.調 査 結 果
今回の調査で検出した主な遺構は、第 3ト レンチで検出した土戒跡 2基 C S K01・ S K03)と 、第 6ト レンチ

で検出した竪穴住居跡 1基 (S B01)、 棚跡 1条 (S A01)で あった。その他にも、第 1第 2・ 第 4。 第 5。 第

7の各 トレンチで、ピット群を検出している。特に、第 5ト レンチにあるピット群の中には、柱痕を遺すものも

見られ、掘立柱建物等の建築物が存在した可能性は高いが、調査面積が狭小なため、判然としない。

次に、検出した主要遺構について詳説を加えよう。

(1)第 1土拡跡 (S KOI)

第26号小排水路予定地の、ほぼ中央部に設定した第 3ト レンチの南端にある土J広跡で、大半が トレンチ外に伸

びるため、全容は不明である。南北 8m以上 。東西 5m以上の方形土拡で、深さ40∽ を測る。底部には、土拡壁

面に沿う形で幅0,7～ lm、 長さ0,8～ 2mで深さ10～ 30∽の長方形土拡が数個穿たれている。埋土は、黒灰色土

の単層で、埋土中より奈良時代～平安時代に属する土器と瓦類が比較的に多く出上している。また、土拡の方位

は、西側壁面がほぼ磁北に揃っている。

(2)第 3上拡跡 (S K03)

第 3ト レンチに在 り、 S K01の北側に隣接しており、ほぼ完掘することができた。長径5,7m、 短径5.Omを測

る円形の上拡で、深さは検出面より1.7mである。埋土は 3層 に大略分層し得、上層より淡責褐色土・淡青灰色土

暗灰色砂礫層となっている。この土拡は、当初、井戸跡を想定して順次掘 り下げて行った。しかし、木枠や井筒

等は見られず、かわつて、土拡の南西方向より投棄した状況で、多量の瓦類が出土した。瓦類の量は、極めて多

く、コンテナ100箱 を超えるもので、その中には奈良時代～中世初頭頃の上器等が混在していた。

(働 竪穴住居跡 (S B01)

S B01は 、第 6ト レンチで検出した方形の竪穴住居跡である。規模は、南北6.5m、 東西4.4m以上で、西側は

トレンチの外へ伸びる。床面の深さは、検出面より5～ 7∽ と浅い。柱穴は、東側で 2個 (Pl・ P2)検 出し

ているために、本来は四柱構造と見られる。柱穴は、 Plが径45物の楕円形で、 P2は一辺50伽の隅丸方形を呈

し、柱痕は直径20∽。柱間は、 Pl― P2で3.5mである。壁濤は、幅25伽・深さ10∽の断面 U字形であり、壁溝

の肩部に住居壁体を支えるための柱穴と考えられるピット (P3～ P7)が 1.2～ 1,7m間隔で穿たれていた。カ

マ ドは不明である。住居埋土中より、奈良時代前期の土器と瓦類が若千出土している。
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樅)柵跡 (S A01)

S Aolは、竪穴住居跡 S B01と 重複し、 S B01廃絶後に建てられた棚跡である。検出し得たのは、柱穴 3個 (

P8～ P10)の 2問分である。柱穴は、P8。 P9が辺80t/pの略方形であるが P10は若干小さく一辺6Clo程であ
る。柱痕は、直径25～ 311oである。柱間は、柱穴心々で計算して1.8m(6尺 )と なる。 S A01の方位は、N-9°
一Wにあって磁北に対して若千西へ振っていた。
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皇107m

第 4図  S B01・ S A01実測図

5。 出土遺物

今回の調査で出土した遺物の大半は、 S K03か らの出上で、その中でも瓦類の量が圧倒的に多い。次に、各遺

構出上の遺物について、記述しよう。

(D SK01の遺物

S K01の埋土中から、須恵器 。土師器・灰釉陶器の上器類と、瓦類が出土している。

須恵器

ナヽ蓋・】不身がある。郭身 (1・ 2)は 、口径13∽・器高 4効程に復元できる無高台のものである。底部と体部

の境の屈曲は、比較的緩くカーブし、日縁部は直線的に開いて端部は丸くおさめている。底部は、ヘラ切 り後に

軽く横撫でを施している。

土師器

土師器には、甕 ■不・皿があるが、図示し得たのは皿のみである。皿 (3)は 、復元口径12.8t/pを 測る中型の

皿で、やや不安定な底部で、口縁部は軽く横撫ですることによって、僅かに屈曲して立っている。底部には、指

頭圧痕を残す。胎土は精良で、淡紅灰色を呈している。
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灰釉陶器

坑・皿類に限られる。Щ 4)は 、復元口径10.3効の小皿である。坑の高台には二手あり(5)は、やや外方に踏ん張

った方形の高台で、体部下半はヘラ削りを施している。胎土は極めて精良で、色調は乳白色である。(6)の高台は、

扁平で丸味のあるものである。

121 S K03出 上の遺物

S K03か らは、多量の瓦類の他に上器類と木器が出上した。上器類には、須恵器・土師器・灰釉陶器・山茶坑

・緑釉陶器・黒色土器・輸入陶器・国産陶器がある。木器には漆器が出上した。

須恵器

器種には、不蓋・斥身・甕・短頸壺がある。琢諷 7)は 、口径13.7∽ に復元し得た。膨らみの残る天丼部は、ヘ

ラ削りで平坦に仕上げている。口縁部は緩 く伸び、端部は下方に折 り曲げている。天丼部の中央には、基部の括

れた宝珠形のつまみが付 くものと見られる。lJA身 (8～ 10)。 8は 、口径16の、口径3.8∽ に復元した扁平な不で、

高台は比較的に太 く外方に張っているが短い。底部と体部の境界は、緩 くカーブして稜を成さない。日縁部は僅

かに外反気味である。胎土は、砂粒を多く含み、色調は淡青灰色を呈して焼成は良好で堅緻である。底部はヘラ

削りを省略して、指撫でで仕上げている。短頸壷側は、大きく張った肩部に、短 く直立した日縁部が付 く。端部

は水平に面を取っている。胎土は精良で、暗青灰色を呈している。

灰釉陶器

皿QOは 、回転糸切 りの底部に、非常に月ヽさく断面方形の高台を付ける。胎土は精良で、乳灰色を呈して焼成は

良好である。

山勅

坑 (正4。 15)。 底部は回転糸切 り痕を残し、扁平で丸味のあるやや不整な高台を貼付している。胎土はやや細

砂質で、淡灰色を呈している。

緑釉陶器

t140は 、高台径から復元した口径が12の、器高 5∽程度の小坑である。底部は糸切 りで、高台は端部に段を持

つ「蛇の日高台」である。休部は深 く内彎して立つ。内面底部には凹線が巡 り、重ね焼きによる三又 トチン

の痕がある。釉薬は暗緑色に発色しており、底部外面を除 く全体に施されていた。胎土は砂粒を僅かに含み、焼

成は硬質である。皿 (17)は、底部に方形の小さい高台を付けたものである。

黒色土器

統 (18～ 22)のみに限られている。18～ 20は 、日径 15物前後のもので、比較的に浅い体部に口縁部は強く横撫

ですることによって、外反気味としている。口縁端部の内側には、浅い凹線が巡っている。体部内面は横撫でで

暗文は見lら れず、外側は指押え痕を残す。炭素は、内面及び口縁部周辺に吸着させている。胎土は砂粒を僅かに

含み、淡灰白色を呈して焼成はあまり良 くない。21～ 23の高台には、 2タ イプある。21は 、扁平で不整形な断面

三角形を呈する高台で、ヘラで押えて整えている。22・ 23は 、小さく丸味を持つものの、外方に張 り出した高台で

ある。

土師器

土師器の器種には、皿・鉢 。甕・羽釜があるが、量的には皿が大半を占める。皿 (24～ 29)は 、口径の大・小

によって 3タ イプに分けられた。24～ 27は 、口径7.7～ 9.勤のもので、口縁端部を横撫ですることによって屈曲

して立たせている。28は 、口径11.5∽ を測 り、フラットな底面から屈曲して短 く開いた口縁部が付 く。29は 、口
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径14.5の に復元できる皿で、底部から体部へ緩 くカーブし、口縁端部は僅かに肥厚している。胎土は精良で金雲

母を含み、暗灰色を呈して焼成は特に良好であった。羽釜eつは、復元口径22.助を測り、大きく内傾 した口縁部

で、端部は面を取る。鍔は、短 く水平に突出している。器表の調整は、内外面共に粗い刷毛目調整を施 している。

釦閉。復元口径29伽程で、内彎して立った口縁部で、端部は粘土を外側に折 り返して肥厚させている。調整は、

内面が粗い刷毛目調整で、外面は粗 くヘラ削りを施 している。

自  磁

鉤側は、内彎気味に立上る体部に、口縁部を上端で折って外面に肥厚させた玉縁状口縁を持っている。釉は責

色味をおびた灰白色を呈している。

国産陶器

悟鉢00と 大型甕00そ れに蓋形がある。33は 、平坦な底部から屈曲して開いた体部へと続 く。悟目は不明である

が、内面は激しく磨減している。胎土は、石英や長石を多く含み、淡紅灰色を呈している。35は 、日径を復元す

ると約48∽ となる大口径のものである。内傾 した口縁部で、端部は大きく外方に折 り返し、断面「N」 字状にし

て幅の大きな外面を作っている。胎土は、砂粒を多く含み、色調は暗紅灰色を呈している。蓋形は、直径4.8∽ で

断面「T」 字形を呈し、上面に粘土紐を「米」字形に貼付している。上面のみに灰釉を施し、胎土は精良で色調

は白灰色を呈している。

漆  器

坑で、素地全面に黒漆を塗り、その上に赤漆で花鳥紋を描いている。

瓦  類

S K03か らは、極めて多量の瓦類が出土しており、コンテナ100箱 を超える量であった。 しかし、その大半は

丸瓦と平瓦であって、軒丸瓦、軒平瓦は僅かであって、しかもほとんどが小片であった。

軒丸瓦には、A～ Bの 3型式 4個がある。A型式00は 、複弁八棄蓮華文となるもので、弁の間には細い「T」

字形の間弁がある。胎土は砂粒を少し含み、淡紅灰色で焼成はあまり良kない。 B型式00は 、A型式と同様に複

弁八葉蓮華文のものと見られるが、子葉は大きく、瓦当面には絶木の老朽化による木目が出ている。胎土は、砂

粒を多く含み、色調は暗青灰色で、須恵器質に焼成されている。 C型式 (37・ 38)は 、単弁十二葉蓮華文に復元

できるもので、周縁には二重の圏線を施している。九瓦部との接合方法は、溜り付けである。胎上は、小石・砂

粒を少し含み、色調は暗灰色で、焼成は良 く硬質である。

軒平瓦にも、A～ Dの 4型式 8個体が見られる。 A型式 (39～ 43)は 、段顎形式の中顎であって、瓦当文様は

ヘラ描きによる二重弧文で、縦方向に数条の刻みを入れている。胎土は砂粒を多く含み、淡灰～灰白色を呈し、

焼成はやや硬質。34の顎の下端には、格子叩き痕が残っている。 B型式ζOは 、顎のない型式で、瓦当にヘラ描さ

の二重弧重弧文を施している。胎土は、砂粒を多く含み、色調は暗灰色を呈して、焼成はやや悪 く硬質。 C型式

10は 、変形した唐草文を瓦当面に施した無顎のもので、胎土や色調・焼成はB型式に近い。 D型式10は 、平瓦広

端部を折 り曲げて瓦当部を成形したものである。瓦当部の文様は、扁行唐草文のみで外区に珠文帯は見られない。

平瓦部凸面には、組目叩き痕がある。この製品は、同時期の類例に比べて、比較的に小さいことに気付 く。胎土

は小石・砂粒を多く含み、淡青灰色で焼成は良好である。

平瓦凸面の叩き痕は、格子叩き (47～ 52)と 平行叩き60と 叩き目招 り消し60の 3タ イプがあるが、大半が格子

叩きであった。また、格子叩きの内には、斜格子叩き目のもの (47・ 48)と 格子叩き目のもの (49・ 50)、 更に

大型斜格子のもの (51・ 52)の 3つに区分できる。なお、47に は樋巻造 りにより樋の板材の単位が出ている。ま
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た、54の凸面には、焼成前にヘラ描きで記号を刻んでいる。

以上、出土遺物の年代であるが、須恵器邦諷りとlTh身 (2・ 8～ 10)・ 短頸壺 (21)は、平城宮出上の上器群

と対比すると8世紀前葉頃の平城宮H期に類似する。灰釉陶器では、塊 5)は 、黒笹90号窯袈勃特徴を有して10世

紀中葉とでき、婉10皿tOは百代寺窯式に当り11世紀後葉 と見られる。緑釉陶器塊側は、滋賀県水口町春 日山の神
①
窯のものに類似した特徴があり、10世紀中葉 とできる。黒色土器筑 (18～ 20。 22・ 23)は 、滋賀県野洲郡富波遺

跡出墾明に近似 し、12世紀後半に比定できた。更に、白磁坑 80は 、13世紀代のものであろう。

瓦類については、軒九瓦A型式は、その特徴が能登川町法堂寺廃寺出上のものや、八日市市住吉池遺跡出土例
⑬

に極めて類似しており、同範の可能性すらある。これらは、奈良時代前葉に位置付けられるものである。また、

軒平瓦 D型式は、上原真人氏の第H期～第Ⅲ蛾坊時期のものに比定できることから11世紀後半～12世紀前半頃と

考えられた。

6. ま と

調査の結果は、先に示した通り、線的な発掘調査であったために、金堂遺跡の一端を知 り得たのみであった。

しかし、その内容は、甚だ示唆に豊んだものであった。そこで、次に推論も含めて、調査結果を箇条書きにま

とめよう。

① 本調査では、直接基垣等の建物跡は未検出であるが、瓦類の出土量や地形から観て、古代寺院が存在した
ことは明白である。

② 寺院の創建時期は、軒丸瓦A型式を創建期に伴うものと考えると、奈良時代前期と見られる。
③ 寺域は、第 6ト レンチで検出した棚跡 S Aolを 、寺域の東側を区画する施設と考え、調査地西側に見られ
る南北方位の里道を寺域西側に当てると、東西94mで約 1町に復元できる。南北方向では、字大城と字南

大城を画する東西方向の里道を北限に想定した場合、これも1町ないし1町半と考えられる。

④ 寺域内推定地の高まりにトレンチを設定したが、基垣等は確認できず、かなり広汎に削平を受けた痕跡が
認められた。したがって、伽藍の配置については不詳である。

⑤ 寺院は、何度かの修築を経て維持されたらしい。しかし、平安時代後期の所産と考えられる軒平瓦D型式
は、当時の通有な瓦に比して小さく、同時期にはかなり小型の堂宇として存続していた可能性が指摘でき

る。

⑥ 土拡S K03は 、寺院廃絶後に寺域に散乱した瓦類を投棄した土1/k‐ と考えられ、その時期は、最も新しい遺
物から見て13世紀代であろう。

⑦ 竪穴住居跡S B01は、140 S A01に よって破壊を受けており、寺院跡に先行して集落跡が存在した可能性が
ある。

③ 出土軒瓦の内、軒丸瓦A型式は能登川法堂寺廃寺や八日市市吉住池遺跡出土瓦例と同型又は同箔の可能性
がある。これら3遺跡は、吉住池を水源地とする大同川の同一水系上に分布しており、何らかの有機的な関係

が想起できる。

③ 遺跡名が示す通り、本遺跡が所在する地区名が「金堂」という伽整名を冠したものであって、本遺跡と地
名起源との関係が地名伝承学的にも注目される。

以上、大胆な推論との誹りを免れないが、本町にあっては二例目の古代寺院跡として、貴重な資料を提示し得
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たものと考える。
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Ⅲ.神崎郡能登川町南須田遺跡



1.は じ め に

本報告は、昭和59年度県営ほ場整備事業 (能登川南部筑南須田工区)に伴う神崎郡能登川町南須田遺跡の発掘

調査成果をまとめたものである◇

南須田遺跡は、能登川町の最南部に位置する南須田集落のさらに南側に存在し、あるいは観音寺城跡、安土城

跡との関連も考えられる室町時代の館跡として周知されていた。ここに県営ほ場整備事業が実施されるにあたつ

て、事前に発掘調査を行い、遺構等の保護策を講じることとなった。

発掘調査は、滋賀県教育委員会が同県農林部からの依頼と経費の再配当に基ずき、財団法人濠賀県文化財保護

協会に委託して実施した。

調査にかかる体制は次のとおりである。

調査主体 滋賀県教育委員会

調査機関 財団法人滋賀県文化財保護協会

調査指導 滋賀県教育委員会事務局文化財保護課 主査 田中勝弘 技師 葛野泰樹 技師 田路正幸

調査担当 滋賀県埋蔵文化財センター 技師 松沢 修

嘱託調査委員 大橋清文

調査員 沖田陽一

調査補助員 棚橋 茂、山本啓子、南 和美、前川 勇、萩本 保、沖 純一、前田秀生

調査にあたっては、能登川町および同町教育委員会をはじめ、滋賀県農林部耕地建設課 。同能登川土地改良事

業所、、能登川町南須田地区。同土地改良区の方々に多くの協力を仰いだ。また、能登川町教育委員会 山本一博

氏には調査の全般にわたって多くの協力と教示を得た。とくに記して謝意を表する。

なお、『昭和55年度滋賀県遺跡目録』(1981年)には、「五十遺跡」として記載されているが、今回の調査は、ほ

場整備区域のやや広い範囲を対象としたため、本分では事業名を冠して「南須田遺跡」と呼称する。

本報告の執筆は、 1を 田路がその他を松沢が行い、編集には松沢があたつた。
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2.調査の方法と経過

I.調査区は現南須日の集落から織山の裾まで、ほ場整備水路によって掘削される予定地について巾 3mの 1～

10の トレンチを設定し調査した。

Ⅱ.調査では主に重機 (バ ックホー)を使用し、遺構面までの掘 り下げを行い、その後人力により精査、遺構

の確認、遺構の掘 り下げ等を行つた。また、遺跡は湧水が激しいため水中ポンプによる排水作業を多く必要とし

た。

Ⅲ.遺構測量はすべて人力により行い、平面実測図、土層断面図を作成した。その縮尺は全て S=1/20に て行

い、その他、1/100平板測量も併わせて実施 した。

Ⅳ.写真撮影は全て人力により行った。35mlln版 を使用し、白黒、カラースライ ドの 2種による記録化を行つて

いる。

3.遺構について

以下、各 トレンチごとにその内容を記述する。

第 1ト レンチ

耕土下約30cmで遺構面 (黄褐色粘質土面)に達した。ここでは小柱穴が10ヶ 所程確認出来たがその性格、時代

については不明である。その他、溝状での遺構がみられたが、やや不安定なものであり、自然流路かとみられる。

遺物は微量でこの遺構の時期を確定するものではない。

第 2ト レンチ

耕上下約30～50cmで遺構面に達した。ここでは掘立杭柱穴を 6ヶ 所確認した。そのうち 3本づ ゝは東西方向に

並ぶとみられるがその規模、性格、時期いづれも不明である。その他溝跡が 2条検出されたが、いづれもや 不ゝ

安定な内容で自然の流路かとみられる。遺物としては少量で須恵器、陶磁器、土師系土器があるが、上記の遺構

には結びつかない。

第 3ト レンチ

この トレンチから除々に第 4ト レンチに向けて深くなるもので、南北方向の溝跡を確認したが、肩部が砂であ

り、湧水が激しくそれらの記録化が甚しく困難であつた。その他、東西方向に延びる溝跡がある。これは上記の

南北方向の溝が埋没した後のもので、その南岸には割 り石による護岸がみられた。遺物は南北方向の溝跡から須

恵器、土師器の他土師質の土錘が検出された。東西方向の溝跡からは中近世の陶磁器の他緑釉陶器の破片も出土

している。

第 4ト レンチ

A区、耕土下約40cm前 後で遺構面確認 (褐色砂礫層)に達したが遺構はみとめられなかった。遺物としては黒

色土器Aタ イプ、土師質小皿などが出土している。

B区、A区 と同様、耕土下約40cm前 後で遺構確認面 (褐色砂礫層)に達したが、遺構は認められなかった。遺

物は微量で中世の土師質土器が出土した。

C区、耕土下約30cm前 後で溝跡より南側では褐色砂礫層の、また、北側では漆褐色砂礫層の遺構確認面に達つ
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した。遺構としては東西方向に延びる溝跡、土獲状遺構 2ヶ 所、小柱穴 2ヶ所と、 トレンチ北側では深く大きな
オチコミがみられた。

遺物としては東西方向の溝跡から中近世の上師質土器、陶磁器などが得られ、その他の遺構からは近世の陶磁

器が出上した。

第 5ト レンチ

A区、この内部には多くの礫群があり、また杭などがみられ、全体が深く大きいオチコミとなってお り、ここ
は湖の内湖状の地域とみられる。

B!区  ここもA区 と同様、湖の内湖部分であつたとみられ、 トレンチの北端部がそのオチコミの始まる部分で
あったとみられる。

遺物としては中近世の土師質陶器、陶磁器が出土している。

第 6ト レンチ

耕土下約70～80cmに て遺構確認面 (灰褐色砂礫層)に達した。ここでは14ヶ所の杭跡を確認した。これらに方
向性や規則性はなく、何らかの護岸等のものとみられる。その他、南北方向の溝跡の西岸部分を確認した。この

西岸には杭や割 り石による護岸が認められた。この構跡は先の 4ト レの内湖に続くものであろう。

遺物としては中近世の陶磁器の他、土鍾、和釘などが得られている。

第 7ト レンチ

耕土下約70～80cmに て遺構確認面に達した。遺構としては 6ト レンチで確認された南北方向の溝跡の続きの一

部を確認した。その他東西方向の溝跡 とそれに流れこむ溝跡 2条とこの東西方向の溝跡の南端に東西方向に延び
る溝跡もあり、この溝には護岸用の割 り石、杭などが検出されている。これらはいづれも内湖に向けて設けられ

た排水路であろうと思われる。これらの溝跡の他割 り石で作られた石列も検出したが、恐らく護岸用の施設なの

であろう。

遺物としては中 。近世の陶磁器を多く採集した。

第 8ト レンチ

耕土下約60cnlにて黄褐色砂泥層の地山とみられる層位は山側のみで、他は湖の内湖 とみられる砂と粘土の互層

であることが確認された。遺構は認められなかった。

遺物としては土錘の他、近世の陶磁器を多く採集した。

第 9ト レンチ

耕土下約80cm前後で遺構確認面 (灰褐色泥砂層)に達した。遺構としては次の10ト レンチに続くとみられる南
北方向の溝跡の他自然流路などを確認した。

遺物は南北方向の溝跡底面から須恵器、土師器が出土し、その上部堆積からは中世の陶器が出土している。

第10ト レンチ

耕土下約 lm前後で遺構確認面 (黄褐色砂泥層)に達した。遺構としては 9ト レンチの遺構の続きが確認され、
その溝の両岸には護岸用かともみられる割 り石があったが、その性格は不明であり自然の堆積物かも知れない。

遺物としては溝の最下層から須恵器甕片、土師器皿などが得られた。

司
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第 8ト レンチ実測図
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第 6図  2ト レンチ土層図
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第 7ト レンチ東西方向南IRl断面図

L=85,800m

第 7図  6、 7ト レンチ土層図

55--56



第写トレンテA区南北方面西側断面図

L翔   ロ

第 1ト レンチ南北方向西側断面図

L=88000

第 3ト レンチ南北方向西側断面図

L=86.500

第 4ト レンチA区南北方向西側断面図

L=86.300

第 4ト レンチB区真西方向南側

L=86.300

第 4ト レンチC区南北方向西側

L=86.300

第 8区  1、 3、 4ト レンチ土層図

57--58



4.遺物について

遺物は遺構の項で概述した如く、その大半が中・近世の、むしろ近世～現代に至る陶磁器が大半であり、この

遺跡の利用がその時期に集中する事を示しているものとみられるが、 9、 10ト レンチの須恵器や土師器の他各 ト

レンチで微量に出土するそれらの土器から一時的な生活がその時期にも存在した事が認められる。

5。 ま と

上記の内容から簡単に当遺跡の内容を概述してみよう。

織山の麓から北へ、谷水田を南北に縦断した結果、その部分については湖としての堆積がみられた他は現水田

造成の際の、近 。現代の遺構・遺物が発見されたのみで、より古い時期の遺構は検出されなかった。従って、か

つてはこの部分は湖中の、内湖の部分であった事が判明した。また、現南須田集落の南縁沿いに東西に設けた ト

レンチでは古墳時代～中・近世に至る溝跡などが発見されたが、いずれも大規模なものではなく、それら遺構の

末端のものとみられる。このうち最高位置の第10人 トレンチでは護岸とも目される割り石を持つ溝跡などかなり

しっかりした遺構が発見されている。

以上の結果、当遺跡の範囲は、現南須田集落の南側縁辺に略々限定される。他の谷水田部分はかつては琵琶湖

の内湖として存在していたものとみられる。従つて、その周縁部たる現南須田集落にはより古い時期から何らか

の生活が行われていたことは明らかと思われる。

さらに、本調査では観音寺城時代の遺物のみならず、古墳時代からの遺物が確認された事、あるいは平安期の

縁釉陶器が出土した事は上記の推測をさらに確実なものとし得よう。

―- 59 -―



9ト
レ
ン
チ

L=
88
30
0

― ｌ 　 ω Ｏ 　 Ｉ Ｉ

10
ト
レ
ン
チ

L=
88
.5
00

～

―

__
―

―
十
一
一
―
~~
十
~女
==

9図
 9
、
10
ト
レ
ン
チ
実
測
図



~7

10図  出土遺物実測図



0 12 …

18

719

<く
要 要 甲 甲

≡ ≡

夏

ア

~下

下 T巧
下
戸
'21

11図  出土遺物実測図

―- 62-―



― ｌ 　 ω ∞ 　 ― ―

12
図
 
出
土
遺
物
実
預
1図



函
選
無
尽
理
引
電
　
函
留

||||1到

―- 64-―



第 1ト レ

I 暗灰褐色砂泥
Ⅱ 淡灰褐色砂泥
Ⅲ 赤褐色砂土
A 淡褐砂土 (粒 こまかい)
B 淡灰色粘土
C 淡灰色砂泥
D 灰色粘土
E 淡灰色粘土・褐色砂上の混土
F 淡灰褐砂泥
G 淡灰色砂質粘土
第 2ト レ

耕土

I 暗灰色砂泥
Ⅱ 淡灰色砂泥
Ⅲ 淡灰褐色粘砂泥
A 明茶褐色砂土
B 灰褐色砂土 (礫 )
C 褐色砂土
D 淡灰褐色砂泥
E 灰褐色砂土
F 淡灰褐色砂粘泥
G 淡灰色砂泥
H 灰褐色粘砂泥

J 淡灰色砂粘泥
K 暗灰褐色砂泥
L 灰色砂粘泥
M 灰褐色砂泥
N 暗灰色粘土
O 灰色粘土
P 暗灰色粘砂泥

Q 灰色砂土
R 淡灰色粘土
S 灰色粘砂土
T 淡灰色砂土
U 暗灰褐色粘砂泥
V 明赤褐色砂泥
W 淡灰白色粘質土
X 淡灰色粘砂泥
Y 赤灰褐色砂泥
Z 暗赤褐色砂土
a 暗灰褐色砂泥
a′ 褐灰色砂泥
b′  暗褐灰色砂泥
第 3ト レ

I 暗灰色砂泥
I' 灰褐色砂泥
Ⅱ 暗灰褐色砂泥

土  層  名
Ⅲ 暗灰色砂泥
Ⅳ  灰色粘砂泥
A 灰色砂粘泥
B 褐色砂土
C 淡灰色砂泥
D 褐色砂土 (粒がこまかい)
E 白灰色砂土 (粒がこまかい)
F 白灰色砂粘土 (ブロック)
G 白灰色砂土
H 灰色砂土

J 淡黄褐色砂泥
K 褐色砂礫層
L 掲色砂土
M 暗褐色砂土
N 暗灰茶色砂泥
第 4ト レ

I層 暗灰褐色砂泥
Ⅱ層 余蚕翌魯懲甲 I層より砂質多し、
a 褐色砂礫層 (地山)
b 灰褐色砂泥、暗灰色砂泥混土
C 暗灰褐色砂礫層
d 淡灰色砂質土
e 淡褐色砂泥 (小礫)
f 灰色砂泥
g 白灰色粘土ブロック
h 灰色砂土
i  淡灰褐色砂礫層 (地山)
j  暗灰色砂泥
第 5ト レ

I層 暗灰褐色砂泥
Ⅱ層 淡灰褐色砂泥
Ⅲ層 暗灰色粘泥
a 淡灰茶色粘質砂泥
b 黒灰色粘質砂泥
C 淡灰色粘砂泥
d 灰色粘泥
e 淡黄灰褐色砂土
f 暗灰褐色砂質粘泥
g 暗褐灰色砂土
h 暗灰色粘泥 (ピー ト)
i  灰褐秒土
j  淡褐灰色砂泥 (灰色粘土プロック)
k 灰色粘砂泥
イ 淡褐灰色砂土 (灰色粘土プロック)
口 淡褐灰色砂土
ハ  淡褐灰色砂土、灰色粘泥混土
二  淡褐灰色砂泥 (灰色粘泥ブロック)

ホ  淡傲 色靭 泥 (灰錦 泥ブロック)
へ  淡灰褐色砂粘泥 (小礫 )
卜 褐灰色砂礫層
第 6ト レ

a 暗褐灰色砂上、灰色砂泥混土
b 暗灰色砂泥
C 灰色砂泥
d 褐色砂上、灰色砂泥混土
e 暗灰色砂土

f 灰色粘泥
g 灰褐色砂土 (地山)
h 灰色砂土
i 暗灰褐色砂礫泥
j  暗灰褐色砂泥
k 暗灰色砂粘泥
1 暗褐灰色砂礫泥
m 淡灰色砂泥
 ́n 淡黄褐色砂土
。 明赤褐色砂土
p 暗灰色粘砂泥
q  暗灰色粘泥 (明赤褐色砂土ブロック)
r 明赤褐色砂礫泥
S  暗灰色砂泥、明赤褐色砂泥 (桃色)混土

t 暗灰色砂泥、明赤褐色砂上混土
u 暗灰色粘泥 (褐色砂土ブロック)
V 灰色砂粘泥
W 暗灰褐色砂土、灰色砂泥混土
X 暗灰色砂泥、褐色砂土混上
第 6ト レ
SDl
a 明赤褐色砂土 (桃色)
b 暗灰色粘泥
C 暗灰色粘砂泥
d 灰色粘砂泥
e 淡灰色砂土
f 奈孫,砂

粘泥 (e層より砂粒小ま

g 暗灰色砂粘泥
h 灰褐色砂土
i  淡灰色粘泥
j  黒灰色砂土 (ピー ト)
第 7ト レ

1 暗灰色砂泥
2 壇歩告リツ抒

(り I赤褐色砂上)(桃

3 灰色砂粘泥
4 暗灰色花粘泥
5 灰色粘泥
6  淡灰色粘泥 (灰白色砂上ブロック)
7 明赤褐色砂土 桃色 (礫を含む)
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8  明赤褐色砂土 挑色 (小礫を含む)
9 淡灰色粘砂泥
10 黒灰色砂泥
■  淡灰色粘砂泥
12 襟努白
色砂泥(粒のきめがこまか

13 暗灰色粘泥 (小礫を含む)
14 淡灰色粘砂泥
1' ‐暗灰色壮罪
16  2と 同じ

17  1と 同じ

18 灰褐色砂泥
19 替懸命

砂泥 (掲色砂土ブロックを

20 灰色砂泥茶褐色混土
21 灰色粘上 (8ブロックを含む)
22 淡灰色粘砂泥
23 淡灰色砂泥
第 7ト レ
SD01
A 淡青灰色砂土 (地山)
B 暗灰色粘土
C 灰色砂泥
D 暗灰色粘泥
E 淡灰色粘砂泥
第 7ト レ
石垣

A 暗灰色砂泥
第 8ト レ

A 暗灰色砂泥
B 淡灰褐色砂土 (挑色)
D 淡灰色粘砂泥
E 淡灰白色粘泥
F 淡灰色粘泥
G 淡灰褐色砂泥 (褐色ブロック)
H 淡灰色粘砂泥 (に ごり)

」 褐色砂土ブロック
K 淡灰色砂粘泥
L 灰色粘泥
M 灰色砂粘泥
N 灰褐色砂土
a 淡灰色粘砂泥 (挑色)
b 淡灰褐色砂土
c 漆係,粘

砂泥 (a層より砂分こま

d 淡灰色粘泥 (挑色)
e 淡灰色砂粘泥
f 淡灰色砂土
g 暗灰色砂土
h 暗灰色粘泥

淡灰色粘泥

混土

灰褐砂土

1 暗灰褐色砂泥
2 暗灰褐色粘砂泥
3 黒灰色砂泥
4 淡灰色砂泥
5 淡灰白色砂土
6 淡灰褐色砂土
7 淡灰色粘砂泥
8 淡灰色砂泥
9 暗灰色砂粘泥
10 淡黄褐色砂土

淡灰色砂粘泥混土

暗灰色砂泥

11 灰黄色砂泥
12 赤茶褐色砂泥、淡灰色砂泥混土
13 暗灰茶色砂泥
14 淡灰黄色砂泥
15 淡青灰色砂泥
16 暗灰色粘泥 (ピー ト)
17 淡灰色粘砂泥
18 灰色砂泥
19 灰色粘泥黄灰色粘泥混土
20 灰色砂粘泥、黄褐灰色砂粘泥混土
21 淡灰色砂粘泥
22 暗灰色粘砂泥
23 暗茶灰色砂泥
24 暗灰色粘泥
第 9ト レ

a 暗灰色砂泥
b 灰褐色砂泥
C  暗灰褐色砂泥 (淡白灰色粘土ブロック)
d 灰褐色砂粘泥
e 灰色粘砂泥
f 褐灰色砂土 (地山)
g 灰色粘泥
h 暗灰色粘泥
i 褐灰色砂土 (灰色粘土ブロック)
j  灰色粘土
k 暗灰色砂粘泥
l 淡灰褐色砂土 (地山)
第10ト レ

a 暗灰褐色砂泥
a′  灰色砂泥
b 灰褐色砂泥
C 淡褐灰色砂土 (灰色粘上ブロック)
d 淡黄褐色砂土
e 暗灰色粘泥
f 淡灰色粘砂泥
g 灰色粘泥

h 黄褐灰色砂土(C層より砂粒荒い)
i 潜便9財璃碧勇馬沖

土ブロック)(C

i  灰色粒土 (淡黄褐色砂土ブロック)

k 線倶字吉び珍汗色砂上、砂粒こま
l  褐色砂土
m  暗灰褐色砂土 (赤褐色砂上ブロック)
n 黄褐色砂土
。 灰褐色砂上、淡灰色砂粘土混土
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1.1ト レンチ全景

2.1ト レンチ遺構
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1.2ド レンチ全景

2.2ト レンチ遺構
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1.3ト レンチ全景

2.3ト レンチ濤際の護岸
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1.4ト レンチ全景
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2.4ト レンチ細部
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1.5ト レンチ A区

5ト レンチ B区
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1.5ト レンチ A区石群

2.5ト レンチ A区遺物出土状況
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1.6ト レンチ全景

2.6ト レンチ断面
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1.7ト レンチ北部

2, 7ト レンチ護岸
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1. 8ト レンチ全景

2.8ト レンチ南部断面
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1,9ト レンチ全景

9ト レンチ断面
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